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マウス摘出心筋に対するビダラビンの影響
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【目的】ビダラビンは抗ウイルス薬として使用されているが､近年ビダラビンが

アデニル酸シクラーゼ(AC)5型を選択的に阻害し､心不全を抑制することが報告さ

れ注目されている｡本研究では､マウス摘出心筋を用いてビダラビンの薬理作用

の機序を検討するとともに､心房細動の治療ターゲットとして注目されている肺

静脈心筋自動能-のどダラビンの影響について検討した｡

【方法】実験動物にはddY系マウスの新生仔期(0-2日齢)と成体期(4-5週齢)を

用いた｡摘出した心筋組織標本を用いて､マグヌス法による収縮力測定､細胞外

誘導法による拍動数測定､ガラス微小電極法による活動電位測定を行った｡

【結果】成体期マウス右心房筋において､ビダラビンは心拍数を減少させ､その

作用はアデノシン受容体阻害薬 DPCPXにより抑制された｡また Isoproterenolの

濃度反応曲線をビダラビンは右方シフトさせ､その作用は DPCPXにより抑制され

た｡成体期に比べ AC5型発現量が多いと報告されている新生仔期マウス心室筋に

おいて､AC活性化薬 ForskollnとDPCPX存在下では､アデノシンは収縮力に影響

を与えなかったが､ビダラビンは収縮力を減少させた｡また Forskolin非存在下

ではビダラビンは収縮力に影響を与えなかった｡さらに成体期マウス肺静脈心筋

において､ビダラビンは自発活動を抑制し､その作用の一部が DPCPXにより抑制

された｡

【考察】ビダラビンはマウス心筋に対してAC抑制作用とアデノシン受容体刺激作

用を示すことが示唆された｡ビダラビンがこれらの作用により肺静脈心筋自発活

動を抑制したことから､心房細動治療薬となり得る可能性が示唆された｡


